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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 11日 (2007.6.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 あ ら ゆ る タ イ プ の 廃 棄 物 を 処 理 及 び 利 用 す る 方 法 で あ っ て 、 固 体 及 び
／ 又 は 液 体 形 状 の 分 別 さ れ な い 、 未 処 理 の 産 業 、 家 庭 、 及 び ／ 又 は 特 殊 な 廃 棄 物 な ら び に
廃 棄 物 に な っ た 工 業 製 品 は 段 階 的 な 温 度 増 加 に 曝 さ れ 、 熱 分 離 さ れ 、 又 は 物 質 変 換 さ れ 、
そ し て 生 じ た 固 体 残 留 物 は 高 温 融 解 炉 に 移 送 さ れ 、 そ の 結 果 、 処 理 さ れ る 廃 棄 物 は バ ッ チ
操 作 で 押 圧 さ れ て 圧 縮 さ れ た 塊 に 形 成 さ れ 、 そ し て 低 温 段 階 か ら 高 温 段 階 に 向 か っ て 上 昇
す る 温 度 処 理 段 階 を 通 過 し 、 こ こ で 前 記 廃 棄 物 が 反 応 管 （ ６ ） の 壁 と 十 分 に 接 触 す る こ と
を 確 実 に し 、 そ し て 前 記 廃 棄 物 が ガ ス 透 過 性 凝 集 体 （ ２ ０ ） に 形 成 さ れ る 少 な く と も 1つ
の 高 温 帯 と 十 分 に 接 触 す る こ と を 確 実 に す る た め に 圧 力 が 維 持 さ れ 、 そ し て 生 じ た 生 合 成
ガ ス が 前 記 高 温 帯 か ら 排 出 さ れ 、 そ し て 冷 却 水 の 噴 霧 に よ り 急 冷 さ れ 、 こ の 冷 却 水 が 沈 澱
槽 （ １ ０ ３ ） 中 に 流 入 す る 、 前 記 方 法 に お い て 、
　 前 記 沈 澱 槽 の 冷 却 水 か ら 放 出 さ れ た ガ ス は 吸 引 に よ り 抜 き 出 さ れ 、 圧 縮 さ れ 、 そ し て 前
記 生 合 成 ガ ス の 急 冷 の 前 又 は 後 に 前 記 生 合 成 ガ ス 流 中 に 戻 さ れ 、 又 は 燃 焼 室 （ １ ０ ， １ ３
１ ） 中 で 熱 変 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 沈 澱 槽 （ １ ０ ３ ） の 冷 却 水 か ら 放 出 さ れ て 、 抜 き 出 さ れ た ガ ス は
こ れ に 加 え ら れ た 燃 料 ガ ス の 混 合 物 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 燃 料 ガ ス の 混 合 物 は 酸 素 を 除 外 し て 添 加 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。



　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 沈 澱 槽 （ １ ０ ３ ） の 冷 却 水 か ら 放 出 さ れ た ガ ス は 燃 焼 室 （ １ ０ ）
の 高 温 帯 に 送 ら れ 、 こ こ で エ ネ ル ギ ー と 物 質 に 変 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～
３ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 沈 澱 槽 （ １ ０ ３ ） の 冷 却 水 か ら 放 出 さ れ ガ ス の 抜 き 出 し 及 び 圧
縮 は 防 爆 的 に 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 少 な く と も 前 記 低 温 段 階 の 通 過 は 加 圧 及 び 酸 素 の 排 除 を 維 持 し な が ら
反 応 管 （ ６ ） の 壁 と の 十 分 な 接 触 を 維 持 す る こ と に よ り 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ～ ５ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 低 温 段 階 の 通 過 は １ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃ の 温 度 範 囲 内 で 実 施 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 高 温 段 階 の 通 過 は 酸 素 添 加 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
～ ７ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 凝 集 体 床 （ ２ ０ ） 中 の 炭 素 成 分 は 計 量 さ れ た 酸 素 を 添 加 さ れ て 、
二 酸 化 炭 素 と 一 酸 化 炭 素 を 生 成 し 、 こ の 二 酸 化 炭 素 は 前 記 炭 素 含 有 凝 集 体 床 （ ２ ０ ） を 貫
通 す る 間 に 一 酸 化 炭 素 に 還 元 さ れ 、 そ し て 水 素 及 び 一 酸 化 炭 素 が 前 記 炭 素 成 分 及 び 過 熱 水
蒸 気 か ら そ れ ぞ れ 生 じ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 高 温 段 階 の 通 過 は １ ０ ０ ０ ℃ を 越 え る 温 度 で 実 施 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ９ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 排 出 さ れ た 合 成 ガ ス は 、 前 記 高 温 反 応 器 （ １ ０ ） を 出 る と 直 ち
に 、 １ ０ ０ ℃ よ り 低 い 温 度 に 冷 却 さ れ る ま で 水 を 急 激 に 付 与 さ れ 、 そ し て こ の 段 階 に お い
て 塵 が 除 去 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 水 素 の 含 量 及 び ／ 又 は 前 記 排 出 さ れ た 合 成 ガ ス の 体 積 流 量 は 急
激 な 冷 却 の 後 に 測 定 さ れ 、 前 記 水 素 の 含 量 及 び ／ 又 は 前 記 排 出 さ れ た 合 成 ガ
ス の 体 積 流 量 は 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ １ い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 あ ら ゆ る タ イ プ の 廃 棄 物 を い く つ か の 熱 処 理 段 階 で 加 工 し 、 変 換 し
、 そ し て 後 処 理 す る 装 置 で あ っ て 、 こ の 装 置 は 酸 素 が 排 除 さ れ る 少 な く と も １ つ の 低 温 段
階 （ ６ ） と 、 酸 素 が 供 給 さ れ る １ ０ ０ ０ ℃ を 越 え る 温 度 の 少 な く と も １ つ の 高 温 段 階 （ １
０ ） と 、 前 記 高 温 段 階 で 生 じ る 合 成 ガ ス 混 合 物 の 出 口 と を 含 み 、 そ し て 前 記 熱 処 理 段 階 の
全 て の 反 応 室 は 移 送 ス テ ー シ ョ ン を 用 い る こ と な く 常 時 連 結 さ れ 、 ま た 前 記 高 温 段
階 （ １ ０ ） に お い て 酸 素 を 供 給 す る 装 置 及 び 燃 料 を 供 給 す る 装 置 が 設 け ら れ 、 ま た 前 記 合
成 ガ ス 混 合 物 を 冷 水 で 急 冷 す る こ と に よ り 急 冷 す る 部 屋 （ １ ４ ） と 、 前 記 冷 水 の 沈 澱 槽 （
１ ０ ３ ） と を 含 む 、 前 記 装 置 に お い て 、
　 前 記 沈 澱 槽 （ １ ０ ３ ） は 前 記 冷 却 水 か ら ガ ス を 放 出 さ せ る た め の 吸 引 装 置 （ １ １ １ ， １
２ １ ） に 接 続 し 、 そ し て 前 記 冷 却 水 か ら 放 出 さ れ た ガ ス を 圧 縮 す る 装 置 （ １ １ １ ， １ ２ １
） に 接 続 す る こ と を 特 徴 と し 、 ま た 前 記 吸 引 装 置 （ １ １ １ ， １ ２ １ ） は 冷 却 水 か ら 放 出 さ
れ た ガ ス の 出 口 を 備 え 、 こ の 出 口 は 高 温 段 階 （ １ ０ ） 、 急 冷 室 （ １ ４ ） の 前 の 生 合 成 ガ ス
路 （ １ ０ ０ ） 及 び ／ 又 は 急 冷 室 （ １ ４ ） の 後 の 生 合 成 ガ ス 路 （ １ ０ １ ） 及 び ／ 又 は 燃 焼 室
（ １ ３ １ ） に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 冷 却 水 か ら 放 出 さ れ た ガ ス に 燃 料 ガ ス を 混 合 す る 装 置 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 前 記 急 冷 室 （ １ ４ ） は 前 記 合 成 ガ ス 混 合 物 の 熱 流 中 に 冷 水 を 噴 霧 す
る 水 噴 射 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 前 記 合 成 ガ ス 混 合 物 の 出 口 は ス ロ ッ ト ル 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ ３ ～ １ ５ い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 ガ ス ス ク ラ ビ ン グ 装 置 が 前 記 合 成 ガ ス 混 合 物 の 出 口 の 前 又 は 後 に 配
置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ ～ １ ６ い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 目 的 は 請 求 項 １ に 従 う 方 法 及 び 請 求 項 に 従 う 装 置 に よ り 達 成 さ れ る 。 本 発 明 の
方 法 及 び 装 置 の 好 ま し い 態 様 は そ れ ぞ れ の 従 属 請 求 項 に よ り 与 え ら れ る 。               
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